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 本報では，水産業の ICT 振興を目的として















































表 1 OWS2400 の仕様 
無線規格 IEEE802.11g/j 
周波数範囲 2.4GHz, 4.9GHz, 5.0GHz 



















置であり，NMEA を Ethernet に変換する機能
と CF にデータを蓄積する機能を有している． 
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ドを登録する．図 3 は WebDB サーバに蓄積さ
れた 9,589 件のレコードを解析し，作成した実
効スループットのコンタ図である．基地局から
半径約 3km の範囲内では 10Mbps 以上の実効ス






















 平成 22 年のナマコ桁曳き網漁期から，デジタ
ル操業日誌を用いたリアルタイム資源評価を実
施する．従来は紙ベースであった操業日誌を防
水型タッチパネル PC により電子化し，漁業者
が小型漁船上でナマコの漁獲量を入力すると自
動的に小型漁船の位置を付加して WebDB サー
バにレコードを登録する．一方，水産試験場で
は WebDB サーバに蓄積されたレコードを解析
することによりリアルタイムでナマコ資源の評
価を行い，漁獲規制や禁漁区域の提案を行うこ
とで，ナマコ資源の持続的な利活用を実現する． 
 
５．おわりに 
 本報では海洋情報および水産資源を対象とし
たセンサネットワークシステムについて紹介し
た．近年，小型漁船用の航海計器や操業計器の
技術開発が活性化しており，従来は大型の調査
船にのみ搭載されていた計量魚群探知機や潮流
計の小型化，低価格化が図られ，近い将来には
小型漁船に普及すると言われている．計量魚群
探知機とは魚種や魚体長，個体数を計測するこ
とのできる高性能魚群探知機であり，データを
共有することによってリアルタイムで漁場の選
定や資源量の評価を実施することが可能となる．
航海計器ならびに操業計器の高性能化と併せて，
著者らはマリンブロードバンドが将来の水産業
を支える基盤技術になるものと考えている． 
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